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世界の異常天候とその影響評価（27）

（Climate　Impact　Assessment，May，1986，NOAA／NESDIS）

1．合衆国一干ばつ

　　　5月後半の大雨は，ミシシッピー，アラバマ，テ

　　ネシー，ジョージア等合衆国南東部の厳しい干ばつ

　　状態を緩和した．これにより，穀物は救われ，火災

　　の可能性が減じた．しかしながら，いくつかの地域

　　では多くの雨がもっと必要である；ヴァージニア北

　　部は今世紀最も乾燥した春であった．

2．イランー大雨

　　　5月3日から6日にかけての大雨はイラン中央部

　　に洪水をもたらし，これによる死者は26名，損害は

　3，000万ドルと報じられている．

3．タイー大雨

　　　2日間で400mmという豪雨は，バンコクの都心

　　部に大洪水をひきおこした．しかしながら，被害は

　　都市域に限られ，主要穀物の被害は無かったものと

　　思われる．

4．ヴェトナムー大雨

　　　北部では雨の多い天候が続き，穀物に被害があっ

　　た．丘陵地域の大雨は局地的な洪水をひきおこし，

　　より広範囲な5月末頃の大雨は北部デルタ地域に被

　　害をもたらした．
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5．7イリピンー干ばつ

　　　主要穀物であるトウモロコシに好ましくない乾燥

　　した天候が続き，南部で植え付けを遅らせ，植え付

　　けの終わった畑に影響を与えた模様である．トウモ

　　ロコシの植え付け時期は月末には半ばが過ぎてお

　　り，今のところ救い難い．

6．ソロモン諸島一台風

　　　台風Namuが5月19日襲来し，死者71名，
　　91，000名が家屋を失ったと報告されている．総降水

　　量は350mm（14インチ）に達した．

注：上記各項目の番号は図中の番号に対応している．

　　　　　　　　　（気候変動対策室　田宮兵衛）
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